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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光照射面を有する発光板と、
　前記発光板の前記光照射面から発せられた光を対象物の対象面に向けて反射するための
反射面を有する反射部材と、
を含み、
　前記光照射面の第１領域の配光分布におけるピーク光度の光は、前記反射面の第１領域
を経由して前記対象面の第１領域に送られ、
　前記光照射面の第２領域の配光分布におけるピーク光度の光は、前記反射面の第２領域
を経由して前記対象面の第２領域に送られ、
　前記光照射面の前記第１領域から前記反射面の前記第１領域を経由して前記対象面の前
記第１領域までの光学的距離は、前記光照射面の前記第２領域から前記反射面の前記第２
領域を経由して前記対象面の前記第２領域までの光学的距離より大きく、
　前記光照射面の前記第１領域の前記配光分布における前記ピーク光度は、前記光照射面
の前記第２領域の前記配光分布における前記ピーク光度より大きい、発光モジュール。
【請求項２】
　請求項１に記載の発光モジュールにおいて、
　前記光照射面の前記第１領域の前記配光分布における前記ピーク光度の光は、前記光照
射面の前記第２領域の前記配光分布における前記ピーク光度の光と実質的に平行に出射さ
れる、発光モジュール。
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【請求項３】
　請求項１又は２に記載の発光モジュールにおいて、
　前記光照射面の前記第１領域の前記配光分布における前記ピーク光度の光は、前記光照
射面の前記第１領域の法線方向に沿って出射され、
　前記光照射面の前記第２領域の前記配光分布における前記ピーク光度の光は、前記光照
射面の前記第２領域の法線方向に沿って出射される、発光モジュール。
【請求項４】
　請求項１から３までのいずれか一項に記載の発光モジュールにおいて、
　前記光照射面の前記第１領域の面積は、前記光照射面の前記第２領域の面積と等しく、
　前記光照射面の前記第１領域に占める発光部の面積は、前記光照射面の前記第２領域に
占める発光部の面積より大きい、発光モジュール。
【請求項５】
　光照射面を有する発光板と、
　前記発光板の前記光照射面から発せられた光を対象物の対象面に向けて反射するための
反射面を有する反射部材と、
を含み、
　前記光照射面の第１領域の配光分布におけるピーク光度の光は、前記反射面の第１領域
を経由して前記対象面の第１領域に送られ、
　前記光照射面の第２領域の配光分布におけるピーク光度の光は、前記反射面の第２領域
を経由して前記対象面の第２領域に送られ、
　前記光照射面の前記第１領域の前記配光分布における前記ピーク光度は、前記光照射面
の前記第２領域の前記配光分布における前記ピーク光度と実質的に等しく、
　前記反射面の前記第１領域における法線方向は、前記反射面の前記第２領域における法
線方向と異なっており、
　前記光照射面の前記第１領域から前記反射面の前記第１領域を経由して前記対象面の前
記第１領域までの光学的距離は、前記光照射面の前記第２領域から前記反射面の前記第２
領域を経由して前記対象面の前記第２領域までの光学的距離と実質的に等しい、発光モジ
ュール。
【請求項６】
　請求項５に記載の発光モジュールにおいて、
　前記光照射面の前記第１領域から前記反射面の前記第１領域を経由して前記対象面の前
記第１領域までの物理的距離は、前記光照射面の前記第２領域から前記反射面の前記第２
領域を経由して前記対象面の前記第２領域までの物理的距離と実質的に等しい、発光モジ
ュール。
【請求項７】
　請求項６に記載の発光モジュールにおいて、
　前記光照射面の前記第１領域の前記配光分布における前記ピーク光度の光は、前記光照
射面の前記第２領域の前記配光分布における前記ピーク光度の光とは異なる方向に出射さ
れる、発光モジュール。
【請求項８】
　請求項５に記載の発光モジュールにおいて、
　前記光照射面の前記第１領域から前記反射面の前記第１領域を経由して前記対象面の前
記第１領域までの物理的距離は、前記光照射面の前記第２領域から前記反射面の前記第２
領域を経由して前記対象面の前記第２領域までの物理的距離より大きく、
　前記光照射面の前記第２領域から前記反射面の前記第２領域を経由して前記対象面の前
記第２領域までの光学的経路は、第１屈折率を有する第１経路部分と、前記第１屈折率よ
り大きい第２屈折率を有する第２経路部分と、を含む、発光モジュール。
【請求項９】
　請求項８に記載の発光モジュールにおいて、
　前記光照射面の前記第１領域の前記配光分布における前記ピーク光度の光は、前記光照
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射面の前記第２領域の前記配光分布における前記ピーク光度の光と実質的に平行に出射さ
れる、発光モジュール。
【請求項１０】
　請求項５から９までのいずれか一項に記載の発光モジュールにおいて、
　前記光照射面の前記第１領域の前記配光分布における前記ピーク光度の光は、前記光照
射面の前記第１領域の法線方向に沿って出射され、
　前記光照射面の前記第２領域の前記配光分布における前記ピーク光度の光は、前記光照
射面の前記第２領域の法線方向に沿って出射される、発光モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光モジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＬＣＯＳ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｏｎ　Ｓｉｌｉｃｏｎ）を有するデ
ィスプレイが開発されている。このディスプレイは、例えば、ヘッドアップディスプレイ
（ＨＵＤ）、ヘッドマウントディスプレイ（ＨＭＤ）、電子ビューファインダ（ＥＶＦ）
又はプロジェクタに利用することができる。
【０００３】
　特許文献１には、ＬＣＯＳを有するディスプレイの一例について記載されている。この
ディスプレイでは、光源から発せられた光を偏光ビームスプリッタ（ＰＢＳ）によってＬ
ＣＯＳに向けて反射させる。ＰＢＳは、光源から発せられた光のＳ偏光をＬＣＯＳに向け
て反射する。ＬＣＯＳの一の領域は、ＰＢＳから反射されたＳ偏光の偏光方向を変えない
まま、このＳ偏光をＰＢＳに向けて戻し、ＬＣＯＳの他の一の領域は、ＰＢＳから反射さ
れたＳ偏光をＰ偏光に変換して、このＰ偏光をＰＢＳに向けて戻す。ＰＢＳに向けて戻さ
れたＳ偏光はＰＢＳを透過しない一方で、ＰＢＳに向けて戻されたＰ偏光はＰＢＳを透過
する。ＬＣＯＳの上述した一の領域及び他の一領域をＬＣＯＳ内の回路によって制御する
ことで、所望の画像を表示することができる。
【０００４】
　特許文献２には、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）を有する表示装置が記載されている
。この表示装置は、導光板及び反射型液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）素子を有している。導
光板は、凹凸が形成された第１面及び端面を有している。導光板は、第１面が反射型ＬＣ
Ｄ素子に対向するように、反射型ＬＣＤ素子と重なっている。ＯＬＥＤから発せられた光
は、導光板の端面に入射し、導光板の第１面の凹凸から出射され、反射型ＬＣＤ素子に入
射する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１７－１４６５２９号公報
【特許文献２】特開平１０－５０１２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　様々な発光モジュール（例えば、反射型ＬＣＤ又はヘッドアップディスプレイ（ＨＵＤ
））において、発光板の光照射面から出射された光を反射部材の反射面によって対象物の
対象面に向けて反射することがある。本発明者は、発光モジュールの光学系の条件によっ
ては、対象面の輝度分布のばらつきが生じ得ることを見出した。
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題としては、対象面の輝度分布のばらつきを抑えることが
一例として挙げられる。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の発明は、
　光照射面を有する発光板と、
　前記発光板の前記光照射面から発せられた光を対象物の対象面に向けて反射するための
反射面を有する反射部材と、
を含み、
　前記光照射面の第１領域の配光分布におけるピーク光度の光は、前記反射面の第１領域
を経由して前記対象面の第１領域に送られ、
　前記光照射面の第２領域の配光分布におけるピーク光度の光は、前記反射面の第２領域
を経由して前記対象面の第２領域に送られ、
　前記光照射面の前記第１領域から前記反射面の前記第１領域を経由して前記対象面の前
記第１領域までの光学的距離は、前記光照射面の前記第２領域から前記反射面の前記第２
領域を経由して前記対象面の前記第２領域までの光学的距離より大きく、
　前記光照射面の前記第１領域の前記配光分布における前記ピーク光度は、前記光照射面
の前記第２領域の前記配光分布における前記ピーク光度より大きい、発光モジュールであ
る。
【０００９】
　請求項５に記載の発明は、
　光照射面を有する発光板と、
　前記発光板の前記光照射面から発せられた光を対象物の対象面に向けて反射するための
反射面を有する反射部材と、
を含み、
　前記光照射面の第１領域の配光分布におけるピーク光度の光は、前記反射面の第１領域
を経由して前記対象面の第１領域に送られ、
　前記光照射面の第２領域の配光分布におけるピーク光度の光は、前記反射面の第２領域
を経由して前記対象面の第２領域に送られ、
　前記光照射面の前記第１領域の前記配光分布における前記ピーク光度は、前記光照射面
の前記第２領域の前記配光分布における前記ピーク光度と実質的に等しく、
　前記反射面の前記第１領域における法線方向は、前記反射面の前記第２領域における法
線方向と異なっており、
　前記光照射面の前記第１領域から前記反射面の前記第１領域を経由して前記対象面の前
記第１領域までの光学的距離は、前記光照射面の前記第２領域から前記反射面の前記第２
領域を経由して前記対象面の前記第２領域までの光学的距離と実質的に等しい、発光モジ
ュールである。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　上述した目的、およびその他の目的、特徴および利点は、以下に述べる好適な実施の形
態、およびそれに付随する以下の図面によってさらに明らかになる。
【００１１】
【図１】実施形態に係る発光装置の平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図３】図２の変形例を示す図である。
【図４】図１に示した配線基板の一部分の拡大平面図である。
【図５】図４のＢ－Ｂ断面図である。
【図６】図１の第１の変形例を示す図である。
【図７】図１の第２の変形例を示す図である。
【図８】図１の第３の変形例を示す図である。
【図９】図８に示した基板の一部分の拡大平面図である。
【図１０】図９のＣ－Ｃ断面図である。
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【図１１】図１の第４の変形例を示す図である。
【図１２】複数の第１発光部、複数の第２発光部及び複数の第３発光部のレイアウトの第
１の変形例を説明するための図である。
【図１３】複数の第１発光部、複数の第２発光部及び複数の第３発光部のレイアウトの第
２の変形例を説明するための図である。
【図１４】複数の第１発光部、複数の第２発光部及び複数の第３発光部のレイアウトの第
３の変形例を説明するための図である。
【図１５】複数の第１発光部、複数の第２発光部及び複数の第３発光部のレイアウトの第
４の変形例を説明するための図である。
【図１６】実施例１に係る発光モジュールを示す図である。
【図１７】図１６に示した発光板の光照射面のレイアウトの一例を示す図である。
【図１８】実施例２に係る発光モジュールを示す図である。
【図１９】実施例３に係る発光モジュールを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。尚、すべての図面におい
て、同様な構成要素には同様の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００１３】
　図１は、実施形態に係る発光装置１の平面図である。図２は、図１のＡ－Ａ断面図であ
る。
【００１４】
　図１を用いて、発光装置１の概要を説明する。発光装置１は、複数の第１発光部１４０
ａ、複数の第２発光部１４０ｂ、複数の第３発光部１４０ｃ及び制御回路３００を含んで
いる。複数の第１発光部１４０ａは、第１色の光を発する有機ＥＬ（エレクトロルミネッ
センス）素子を含んでおり、具体的には、第１の色の光を発する有機材料を含んでいる。
複数の第２発光部１４０ｂは、第１色と異なる第２色の光を発する有機ＥＬ素子を含んで
おり、具体的には、第２の色の光を発する有機材料を含んでいる。複数の第２発光部１４
０ｂは、複数の第１発光部１４０ａとそれぞれ隣り合っている。複数の第３発光部１４０
ｃは、第１色及び第２色のいずれとも異なる第３色の光を発する有機ＥＬ素子を含んでお
り、具体的には、第３の色の光を発する有機材料を含んでいる。複数の第３発光部１４０
ｃは、複数の第１発光部１４０ａ及び複数の第２発光部１４０ｂとそれぞれ隣り合ってい
る。制御回路３００は、第１タイミングにおいて、複数の第１発光部１４０ａを発光させ
る一方で複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃを発光させない。制御
回路３００は、第２タイミングにおいて、複数の第２発光部１４０ｂを発光させる一方で
複数の第１発光部１４０ａ及び複数の第３発光部１４０ｃを発光させない。制御回路３０
０は、第３タイミングにおいて、複数の第３発光部１４０ｃを発光させる一方で複数の第
１発光部１４０ａ及び複数の第２発光部１４０ｂを発光させない。一例において、制御回
路３００は、複数の第１発光部１４０ａによる発光、複数の第２発光部１４０ｂによる発
光及び複数の第３発光部１４０ｃによる発光を繰り返してもよい。
【００１５】
　発光装置１は、フィールドシーケンシャルカラー（ＦＳＣ）ディスプレイ（例えば、Ｆ
ＳＣ液晶ディスプレイ（ＬＣＤ））の光源として機能することができる。具体的には、発
光装置１は、第１タイミングにおいて、複数の第１発光部１４０ａの発光によって第１色
の光を発する面光源として機能することができ、第２タイミングにおいて、複数の第２発
光部１４０ｂの発光によって第２色の光を発する面光源として機能することができ、第３
タイミングにおいて、複数の第３発光部１４０ｃの発光によって第３色の光を発する面光
源として機能することができる。一領域の光を選択的に投影するための素子、例えば、Ｌ
ＣＤ素子（例えば、反射型ＬＣＤ素子（例えば、ＬＣＯＳ（（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔ
ａｌ　Ｏｎ　Ｓｉｌｉｃｏｎ）））又は透過型ＬＣＤ素子）によって、第１色の光から第
１画像を生成し、第２色の光から第２画像を生成し、第３色の光から第３画像を生成する
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ことができ、第１画像、第２画像及び第３画像の合成によって１つのカラー画像を生成す
ることができる。このようにして、発光装置１は、ＦＳＣディスプレイの光源として機能
することができる。
【００１６】
　図１に示す例では、発光装置１は、３色の光、すなわち、第１色の光、第２色の光及び
第３色の光を発し、一例において、第１色は、赤色（Ｒ）とし、第２色は、緑色（Ｇ）と
し、第３色は、青色（Ｂ）とすることができる。他の例において、発光装置１は、２色の
みの光、例えば、第１色の光及び第２色の光のみを発してもよい。さらに他の例において
、発光装置１は、３色よりも多い色（例えば、４色）の光を発してもよい。
【００１７】
　図１を用いて、発光装置１の平面レイアウトの詳細を説明する。
【００１８】
　発光装置１は、発光板１０、配線基板２００及び制御回路３００を含んでいる。
【００１９】
　発光板１０は、基板１００、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ、
複数の第３発光部１４０ｃ、電極１６０、複数の第１接続配線１６２ａ、複数の第２接続
配線１６２ｂ、複数の第３接続配線１６２ｃ及び２つの接続配線１６２ｇを含んでいる。
【００２０】
　配線基板２００は、ベース２１０、複数の第１接続配線２６２ａ、複数の第２接続配線
２６２ｂ、複数の第３接続配線２６２ｃ、第１配線２６４ａ、第２配線２６４ｂ、第３配
線２６４ｃ、配線２６４ｇ、第１端子２６６ａ、第２端子２６６ｂ、第３端子２６６ｃ及
び端子２６６ｇを含んでいる。
【００２１】
　基板１００は、実質的に矩形の形状を有している。基板１００は、第１辺１０６ａ、第
２辺１０６ｂ、第３辺１０６ｃ及び第４辺１０６ｄを有している。第１辺１０６ａは、一
方向（図内のＹ方向）に延伸している。第２辺１０６ｂは、第１辺１０６ａの反対側にあ
る。第３辺１０６ｃは、第１辺１０６ａ及び第２辺１０６ｂの間にあって、第１辺１０６
ａに交わる方向（図内のＸ方向）に延伸している。第４辺１０６ｄは、第３辺１０６ｃの
反対側にある。第３辺１０６ｃ及び第４辺１０６ｄのそれぞれは、第１辺１０６ａ及び第
２辺１０６ｂのそれぞれより長くなっている。他の例において、基板１００は、矩形とは
異なる形状を有していてもよい。
【００２２】
　複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃ
は、発光領域１４２を構成している。複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４
０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃは、ストライプ状に配置されている。具体的には、複
数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃは、
一方向（図内のＹ方向）に延伸しており、この一方向に交わる方向（図内のＸ方向）に沿
って一緒に並んでいる。発光領域１４２は、各発光部の配列方向（図内のＸ方向）におい
て、各発光部の延伸方向（図内のＹ方向）よりも、長くなっている。
【００２３】
　図１に示す例では、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の
第３発光部１４０ｃは、規則的な順に、すなわち、第１発光部１４０ａ、第２発光部１４
０ｂ及び第３発光部１４０ｃの順に繰り返し並んでいる。他の例において、複数の第１発
光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃは、少なくとも
一部分において、不規則的な順に並んでいてもよい。
【００２４】
　電極１６０は、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３
発光部１４０ｃによって共有されており、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部
１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃに亘って広がっている。電極１６０に印加された
電圧は、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１
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４０ｃのすべてに印加することができる。
【００２５】
　複数の第１接続配線１６２ａは、複数の第１発光部１４０ａにそれぞれ接続しており、
複数の第２接続配線１６２ｂは、複数の第２発光部１４０ｂにそれぞれ接続しており、複
数の第３接続配線１６２ｃは、複数の第３発光部１４０ｃにそれぞれ接続している。２つ
の接続配線１６２ｇのうちの一方は、電極１６０の一端に接続しており、２つの接続配線
１６２ｇのうちのもう一方は、電極１６０のもう一端に接続している。電極１６０の当該
一端及び当該もう一端は、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複
数の第３発光部１４０ｃの配列方向（図内のＸ方向）において互いに反対側に位置してい
る。２つの接続配線１６２ｇによって電極１６０の両端に電圧を印加することができる。
したがって、電極１６０における電圧分布のばらつきを抑えることができる。
【００２６】
　配線基板２００は、基板１００の第３辺１０６ｃに沿って配置されている。配線基板２
００の複数の第１接続配線２６２ａは、基板１００の複数の第１接続配線１６２ａにそれ
ぞれ接続しており、配線基板２００の複数の第２接続配線２６２ｂは、基板１００の複数
の第２接続配線１６２ｂにそれぞれ接続しており、配線基板２００の複数の第３接続配線
２６２ｃは、基板１００の複数の第３接続配線１６２ｃにそれぞれ接続している。
【００２７】
　配線基板２００の第１配線２６４ａは、複数の第１接続配線２６２ａに接続しており、
配線基板２００の第２配線２６４ｂは、複数の第２接続配線２６２ｂに接続しており、配
線基板２００の第３配線２６４ｃは、複数の第３接続配線２６２ｃに接続している。配線
基板２００の配線２６４ｇの一端は、一方の接続配線１６２ｇに接続しており、配線基板
２００の配線２６４ｇのもう一端は、もう一方の接続配線１６２ｇに接続している。
【００２８】
　配線基板２００の第１端子２６６ａは、第１配線２６４ａに接続しており、配線基板２
００の第２端子２６６ｂは、第２配線２６４ｂに接続しており、配線基板２００の第３端
子２６６ｃは、第３配線２６４ｃに接続しており、配線基板２００の端子２６６ｇは、配
線２６４ｇに接続している。
【００２９】
　制御回路３００は、第１タイミングにおいて、複数の第１発光部１４０ａを発光させる
ための電圧を第１端子２６６ａに印加することができ、第２タイミングにおいて、複数の
第２発光部１４０ｂを発光させるための電圧を第２端子２６６ｂに印加することができ、
第３タイミングにおいて、複数の第３発光部１４０ｃを発光させるための電圧を第３端子
２６６ｃに印加することができる。制御回路３００は、第１タイミング、第２タイミング
及び第３タイミングのいずれにおいても、上述した電圧のための基準電位（例えば、接地
電位）を端子２６６ｇに印加することができる。
【００３０】
　上述した構成によれば、複数の発光部の制御を容易にすることができる。具体的には、
上述した構成においては、第１端子２６６ａ、第２端子２６６ｂ又は第３端子２６６ｃへ
の電圧の印加によって、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数
の第３発光部１４０ｃのいずれかを選択的に発光させることができる。したがって、各発
光部を制御するための素子（例えば、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ））を各発光部に設ける
必要がない。したがって、複数の発光部の制御を容易にすることができる。
【００３１】
　図２を用いて、発光装置１の断面構造の詳細を説明する。
【００３２】
　基板１００は、第１面１０２及び第２面１０４を有している。基板１００の第１面１０
２上には、第１電極１１０、有機層１２０、第２電極１３０及び絶縁層１５０が位置して
いる。第２面１０４は、第１面１０２の反対側にある。
【００３３】
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　絶縁層１５０は、開口１５２を有している。絶縁層１５０の開口１５２は、第１発光部
１４０ａ、第２発光部１４０ｂ及び第３発光部１４０ｃを画定している。絶縁層１５０の
開口１５２において、第１電極１１０、有機層１２０及び第２電極１３０は、第１発光部
１４０ａ、第２発光部１４０ｂ又は第３発光部１４０ｃを構成するように積層されている
。このようにして、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第
３発光部１４０ｃは、基板１００の第１面１０２上に位置しており、基板１００の第１面
１０２に沿って一緒に繰り返し並んでいる。
【００３４】
　基板１００は、例えば、ガラス又は樹脂からなっている。基板１００は、可撓性を有し
ていてもよいし、又は有していなくてもよい。基板１００は、透光性を有していてもよい
し、又は有していなくてもよい。
【００３５】
　第１電極１１０は、陽極として機能している。第１電極１１０は、透光性を有していて
もよいし、又は透光性を有していなくてもよい。
【００３６】
　有機層１２０は、有機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）により発光可能な発光層（Ｅ
ＭＬ）を含んでいる。第１発光部１４０ａのＥＭＬ、第２発光部１４０ｂのＥＭＬ及び第
３発光部１４０ｃのＥＭＬは、互いに異なる有機材料を含んでいる。したがって、第１発
光部１４０ａ、第２発光部１４０ｂ及び第３発光部１４０ｃは、互いに異なる色の光を発
することができる。有機層１２０は、正孔注入層（ＨＩＬ）、正孔輸送層（ＨＴＬ）、電
子輸送層（ＥＴＬ）及び電子注入層（ＥＩＬ）を適宜含んでいてもよい。有機層１２０は
、電荷発生層（ＣＧＬ）をさらに含んでいてもよい。
【００３７】
　第２電極１３０は、陰極として機能している。第２電極１３０は、透光性を有していて
もよいし、又は透光性を有していなくてもよい。
【００３８】
　一例において、第１電極１１０が透光性を有し、第２電極１３０が遮光性、特に光反射
性を有していてもよい。この例において、有機層１２０から発せられた光は、第１電極１
１０及び基板１００を透過して基板１００の第２面１０４から出射される。
【００３９】
　他の例において、第１電極１１０が遮光性を有し、第２電極１３０が透光性を有してい
てもよい。この例において、有機層１２０から発せられた光は、第２電極１３０を透過し
て基板１００の第２面１０４の反対側から出射される。
【００４０】
　さらに他の例において、第１電極１１０及び第２電極１３０の双方が透光性を有してい
てもよい。この例において、有機層１２０から発せられた光の一部は、第１電極１１０及
び基板１００を透過して基板１００の第２面１０４から出射され、有機層１２０から発せ
られた光の他の一部は、第２電極１３０を透過して基板１００の第２面１０４の反対側か
ら出射される。
【００４１】
　一例において、第１電極１１０が透光性導電材料を含む場合、第１電極１１０は、透光
性を有することができる。透明導電材料は、例えば、金属酸化物（例えば、ＩＴＯ（Ｉｎ
ｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）、ＩＺＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、Ｉ
ＷＺＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｕｎｇｓｔｅｎ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、ＺｎＯ（Ｚｉｎｃ
　Ｏｘｉｄｅ））又はＩＧＺＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｇａｌｉｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）
、カーボンナノチューブ又は導電性高分子（例えば、ＰＥＤＯＴ）である。他の例におい
て、第１電極１１０が金属薄膜（例えば、Ａｇ）又は合金薄膜（例えば、ＡｇＭｇ）から
なる場合、第１電極１１０は、透光性を有することができる。第２電極１３０についても
同様である。
【００４２】
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　一例において、第１電極１１０が遮光性導電材料、特に光反射性導電材料を含む場合、
第１電極１１０は、遮光性、特に光反射性を有することができる。一例において、遮光性
導電材料は、金属又は合金であり、より具体的には、Ａｌ、Ａｕ、Ａｇ、Ｐｔ、Ｍｇ、Ｓ
ｎ、Ｚｎ及びＩｎからなる群の中から選択される少なくとも１つの金属又はこの群から選
択される金属の合金である。第２電極１３０についても同様である。
【００４３】
　第１電極１１０の導電率が低い場合、例えば、第１電極１１０が透光性導電材料を含む
場合、発光板１０は、第１電極１１０の補助電極として機能する導電層（不図示）を含ん
でいてもよい。導電層は、第１電極１１０に覆われていてもよいし、又は第１電極１１０
上において絶縁層１５０に覆われていてもよい。導電層は、例えば、ＭＡＭ（Ｍｏ／Ａｌ
／Ｍｏ）である。
【００４４】
　第１発光部１４０ａの第１電極１１０、第２発光部１４０ｂの第１電極１１０及び第３
発光部１４０ｃの第１電極１１０は、互いに分離している。第１発光部１４０ａの有機層
１２０、第２発光部１４０ｂの有機層１２０及び第３発光部１４０ｃの有機層１２０は、
互いに分離しており、互いに異なる発光層（ＥＭＬ）を含んでいる。第２電極１３０は、
第１発光部１４０ａ、第２発光部１４０ｂ及び第３発光部１４０ｃによって共有されてお
り、第１発光部１４０ａの第１電極１１０、第２発光部１４０ｂの第１電極１１０、第３
発光部１４０ｃの第１電極１１０及び絶縁層１５０を覆っている。
【００４５】
　第１発光部１４０ａの第１電極１１０は、図１に示した第１接続配線１６２ａに接続し
ており、第２発光部１４０ｂの第１電極１１０は、図１に示した第２接続配線１６２ｂに
接続しており、第３発光部１４０ｃの第１電極１１０は、図１に示した第３接続配線１６
２ｃに接続している。第２電極１３０は、図１に示した電極１６０であり、図１に示した
２つの接続配線１６２ｇに接続している。
【００４６】
　一例において、各発光部の第１電極１１０は、接続配線（第１接続配線１６２ａ、第２
接続配線１６２ｂ又は第３接続配線１６２ｃ）と一体に形成されていてもよい。この例に
おいて、基板１００の第１面１０２上には、導電パターンが位置しており、この導電パタ
ーンの一領域が第１電極１１０として機能し、この導電パターンの他の領域が接続配線と
して機能する。
【００４７】
　図３は、図２の変形例を示す図である。図３に示す例は、以下の点を除いて、図２に示
した例と同様である。
【００４８】
　第１電極１１０は、第１発光部１４０ａ、第２発光部１４０ｂ及び第３発光部１４０ｃ
によって共有されており、有機層１２０及び第２電極１３０が第１電極１１０上に位置し
ている。第１発光部１４０ａの第２電極１３０、第２発光部１４０ｂの第２電極１３０及
び第３発光部１４０ｃの第２電極１３０は、互いに分離している。本図においては、第２
電極１３０を金属マスクによって塗り分けする例を示したが、これに限定されない。他の
例において、第１発光部１４０ａ、第２発光部１４０ｂ及び第３発光部１４０ｃの間に隔
壁を形成することで第２電極１３０を分断してもよい。
【００４９】
　第１電極１１０は、図１に示した電極１６０であり、図１に示した２つの接続配線１６
２ｇに接続している。第１発光部１４０ａの第２電極１３０は、図１に示した第１接続配
線１６２ａに接続しており、第２発光部１４０ｂの第２電極１３０は、図１に示した第２
接続配線１６２ｂに接続しており、第３発光部１４０ｃの第２電極１３０は、図１に示し
た第３接続配線１６２ｃに接続している。
【００５０】
　図４は、図１に示した配線基板２００の一部分の拡大平面図である。図５は、図４のＢ
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－Ｂ断面図である。
【００５１】
　図４及び図５を用いて、配線基板２００の詳細の一例を説明する。
【００５２】
　図４及び図５に示す例において、配線基板２００は、フレキシブルプリント回路（ＦＰ
Ｃ）である。したがって、配線基板２００は、高い自由度をもって変形させることができ
る。
【００５３】
　配線基板２００は、ベース２１０を含んでいる。ベース２１０は、電気的絶縁性を有し
ている。ベース２１０は、第１面２１２及び第２面２１４を有している。第２面２１４は
、第１面２１２の反対側にある。ベース２１０は、スルーホール２２０を有している。ス
ルーホール２２０は、第１面２１２から第２面２１４にかけてベース２１０を貫通してい
る。
【００５４】
　図５に示すように、第２接続配線２６２ｂは、ベース２１０の第１面２１２上に位置し
ており、第２配線２６４ｂは、ベース２１０の第２面２１４上に位置している。第２接続
配線２６２ｂ及び第２配線２６４ｂは、スルーホール２２０の側面上に形成された導電層
２２２を介して互いに接続している。第１接続配線２６２ａ及び第１配線２６４ａは、第
２接続配線２６２ｂ及び第２配線２６４ｂと同様にして互いに接続しており、第３接続配
線２６２ｃ及び第３配線２６４ｃは、第２接続配線２６２ｂ及び第２配線２６４ｂと同様
にして互いに接続している。
【００５５】
　図４に示すように、第１接続配線２６２ａ及び第１配線２６４ａを相互に接続するため
のスルーホール２２０（第１スルーホール２２０ａ）、第２接続配線２６２ｂ及び第２配
線２６４ｂを相互に接続するためのスルーホール２２０（第２スルーホール２２０ｂ）、
第３接続配線２６２ｃ及び第３配線２６４ｃを相互に接続するためのスルーホール２２０
（第３スルーホール２２０ｃ）は、図内のＹ方向に沿って一列に並んでいる。したがって
、第１スルーホール２２０ａ、第２スルーホール２２０ｂ及び第３スルーホール２２０ｃ
の組を図内のＸ方向に沿って小スペース内に配置することができる。
【００５６】
　第２接続配線２６２ｂは、第３スルーホール２２０ｃを迂回して延伸する部分を含んで
いる。したがって、第２接続配線２６２ｂによる第３スルーホール２２０ｃの干渉を防ぐ
ことができる。同様にして、第１接続配線２６２ａは、第３スルーホール２２０ｃ及び第
２スルーホール２２０ｂを迂回して延伸する部分を含んでいる。したがって、第１接続配
線２６２ａによる第３スルーホール２２０ｃ及び第２スルーホール２２０ｂの干渉を防ぐ
ことができる。
【００５７】
　ベース２１０は、第１接続配線２６２ａ及び第２配線２６４ｂの重なり領域において、
第１接続配線２６２ａ及び第２配線２６４ｂを互いに隔てており、第１接続配線２６２ａ
及び第３配線２６４ｃの重なり領域において、第１接続配線２６２ａ及び第３配線２６４
ｃを互いに隔てている。したがって、第１接続配線２６２ａ及び第２配線２６４ｂの相互
接続及び第１接続配線２６２ａ及び第３配線２６４ｃの相互接続を防ぐことができる。同
様にして、ベース２１０は、第２接続配線２６２ｂ及び第３配線２６４ｃの重なり領域に
おいて、第２接続配線２６２ｂ及び第３配線２６４ｃを互いに隔てている。したがって、
第２接続配線２６２ｂ及び第３配線２６４ｃの相互接続を防ぐことができる。
【００５８】
　図６は、図１の第１の変形例を示す図である。図６に示す例は、以下の点を除いて、図
１に示した例と同様である。
【００５９】
　発光装置１は、複数の第４発光部１４０ｄを含んでいる。複数の第４発光部１４０ｄは
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、第１色、第２色及び第３色のいずれとも異なる第４色の光を発する有機ＥＬ素子を含ん
でおり、具体的には、第４色の光を発する有機材料を含んでいる。複数の第４発光部１４
０ｄは、基板１００の第１面１０２（図２又は図３）に沿って、複数の第１発光部１４０
ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃと一緒に並んでいる。制御
回路３００は、第１タイミング、第２タイミング及び第３タイミングにおいて、複数の第
４発光部１４０ｄを発光させない。制御回路３００は、第４タイミングにおいて、複数の
第４発光部１４０ｄを発光させる一方で複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１
４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃを発光させない。一例において、制御回路３００は
、複数の第１発光部１４０ａによる発光、複数の第２発光部１４０ｂによる発光、複数の
第３発光部１４０ｃによる発光及び複数の第４発光部１４０ｄによる発光を繰り返しても
よい。
【００６０】
　上述した構成によれば、発光装置１は、第１タイミングにおいて、複数の第１発光部１
４０ａの発光によって第１色の光を発する面光源として機能することができ、第２タイミ
ングにおいて、複数の第２発光部１４０ｂの発光によって第２色の光を発する面光源とし
て機能することができ、第３タイミングにおいて、複数の第３発光部１４０ｃの発光によ
って第３色の光を発する面光源として機能することができ、第４タイミングにおいて、複
数の第４発光部１４０ｄの発光によって第４色の光を発する面光源として機能することが
できる。このようにして、発光装置１は、ＦＳＣディスプレイの光源として機能すること
ができる。一例において、第１色は、赤色（Ｒ）とし、第２色は、緑色（Ｇ）とし、第３
色は、青色（Ｂ）とし、第４色は、黄色（Ｙ）とすることができる。他の例において、第
１色は、赤色（Ｒ）とし、第２色は、緑色（Ｇ）とし、第３色は、青色（Ｂ）とし、第４
色は、白色（Ｗ）とすることができる。
【００６１】
　図６に示す例では、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ、複数の第
３発光部１４０ｃ及び複数の第４発光部１４０ｄは、規則的な順に、すなわち、第１発光
部１４０ａ、第２発光部１４０ｂ、第３発光部１４０ｃ及び第４発光部１４０ｄの順に繰
り返し並んでいる。他の例において、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４
０ｂ、複数の第３発光部１４０ｃ及び複数の第４発光部１４０ｄは、少なくとも一部分に
おいて不規則な順に並んでいてもよい。
【００６２】
　発光装置１は、複数の第４接続配線１６２ｄを含んでいる。複数の第４接続配線１６２
ｄは、複数の第４発光部１４０ｄにそれぞれ接続している。
【００６３】
　配線基板２００は、複数の第４接続配線２６２ｄ、第４配線２６４ｄ及び第４端子２６
６ｄを含んでいる。配線基板２００の複数の第４接続配線２６２ｄは、基板１００の複数
の第４接続配線１６２ｄにそれぞれ接続している。第４配線２６４ｄは、複数の第４接続
配線２６２ｄに接続している。第４端子２６６ｄは、第４配線２６４ｄに接続している。
制御回路３００は、第４タイミングにおいて、複数の第４発光部１４０ｄを発光させるた
めの電圧を第４端子２６６ｄに印加することができる。
【００６４】
　複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ、複数の第３発光部１４０ｃ及
び複数の第４発光部１４０ｄは、図２に示したように、互いに分離した複数の第１電極１
１０を含み、かつ第２電極１３０（電極１６０）を共有してもよいし、又は図３に示した
ように、互いに分離した複数の第２電極１３０を含み、かつ第１電極１１０（電極１６０
）を共有してもよい。
【００６５】
　図７は、図１の第２の変形例を示す図である。図７に示す例は、以下の点を除いて、図
１に示した例と同様である。
【００６６】
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　複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃ
は、発光領域１４２を構成している。複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４
０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃは、ストライプ状に配置されている。具体的には、複
数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃは、
一方向（図内のＸ方向）に延伸しており、この一方向に交わる方向（図内のＹ方向）に沿
って一緒に繰り返し並んでいる。発光領域１４２は、各発光部の延伸方向（図内のＸ方向
）において、各発光部の配列方向（図内のＹ方向）よりも、長くなっている。
【００６７】
　一方の接続配線１６２ｇは、電極１６０の一端に接続しており、もう一方の接続配線１
６２ｇは、電極１６０のもう一端に接続している。電極１６０の当該一端及び当該もう一
端は、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４
０ｃの配列方向（図内のＹ方向）において互いに反対側に位置している。
【００６８】
　配線基板２００は、基板１００の第１辺１０６ａに沿って配置されている。
【００６９】
　複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃ
は、図２に示したように、互いに分離した複数の第１電極１１０を含み、かつ第２電極１
３０（電極１６０）を共有してもよいし、又は図３に示したように、互いに分離した複数
の第２電極１３０を含み、かつ第１電極１１０（電極１６０）を共有してもよい。
【００７０】
　図８は、図１の第３の変形例を示す図である。図９は、図８に示した基板１００の一部
分の拡大平面図である。図１０は、図９のＣ－Ｃ断面図である。図８、図９及び図１０に
示す例は、以下の点を除いて、図１に示した例と同様である。
【００７１】
　図８から図１０を用いて、発光装置１の概要を説明する。発光装置１は、複数の第１接
続配線１６２ａ、複数の第２接続配線１６２ｂ及び複数の第３接続配線１６２ｃを含んで
いる。複数の第１接続配線１６２ａ、複数の第２接続配線１６２ｂ及び複数の第３接続配
線１６２ｃは、一緒に並んでいる。発光装置１は、第１配線１６４ａ、第２配線１６４ｂ
及び第３配線１６４ｃを含んでいる。図１０に示すように、第１接続配線１６２ａ、第２
接続配線１６２ｂ、第３接続配線１６２ｃ、第１配線１６４ａ、第２配線１６４ｂ及び第
３配線１６４ｃは、基板１００の第１面１０２上に位置している。第１配線１６４ａは、
複数の第１接続配線１６２ａに接続している。第２配線１６４ｂは、複数の第２接続配線
１６２ｂに接続している。第３配線１６４ｃは、複数の第３接続配線１６２ｃに接続して
いる。
【００７２】
　上述した構成によれば、複数の発光部にそれぞれ接続する複数の接続配線を狭ピッチで
並べることができる。具体的には、上述した構成においては、複数の発光部（例えば、複
数の第１発光部１４０ａ）にそれぞれ接続する複数の接続配線（例えば、複数の第１接続
配線１６２ａ）を互いに接続させるための配線（例えば、第１配線１６４ａ）を基板１０
０の第１面１０２上に設けることができる。したがって、複数の接続配線を基板１００の
外部（例えば、配線基板２００）まで引き出す必要がない。基板１００の外部（例えば、
配線基板２００）では、複数の接続配線（例えば、図１に示した複数の第１接続配線２６
２ａ）を狭ピッチで並べることが困難な場合がある。これに対して、基板１００の第１面
１０２上においては、各発光部を形成するための微細加工技術（例えば、リソグラフィに
よるパターニング又はマスクを用いた蒸着によるパターニング）を用いて複数の接続配線
を狭ピッチで並べることができる。このようにして、複数の発光部にそれぞれ接続する複
数の接続配線を狭ピッチで並べることができる。
【００７３】
　図８から図１０に示す例では、発光装置１は、３つの群の発光部、すなわち、複数の第
１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃを含んでい



(13) JP 6983312 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

るが、他の例において、発光装置１は、２つの群のみの発光部、例えば、複数の第１発光
部１４０ａ及び複数の第３発光部１４０ｃのみを含んでいてもよいし、発光装置１は、少
なくとも１つの群の発光部及び１つの発光部を有していてもよい。発光装置１が１つの群
のみの発光部及び２つの群のみの発光部を含んでいる場合であっても、上述したように、
複数の発光部にそれぞれ接続する複数の接続配線を狭ピッチで並べることができる。
【００７４】
　図８から図１０に示す例では、複数の第１発光部１４０ａの第１色、複数の第２発光部
１４０ｂの第２色及び複数の第３発光部１４０ｃの第３色は、互いに異なり、それぞれ、
例えば、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）であるが、他の例において、複数の第１
発光部１４０ａの第１色、複数の第２発光部１４０ｂの第２色及び複数の第３発光部１４
０ｃの第３色のうちの少なくとも２色は、同じ色であってもよい。例えば、複数の第１発
光部１４０ａ及び複数の第２発光部１４０ｂの双方が第１色の光を発してもよい。
【００７５】
　図８から図１０に示す例では、複数の第１接続配線１６２ａ、複数の第２接続配線１６
２ｂ及び複数の第３接続配線１６２ｃは、規則的な順に、すなわち、第１接続配線１６２
ａ、第２接続配線１６２ｂ及び第３接続配線１６２ｃの順に繰り返し並んでいる。他の例
において、複数の第１接続配線１６２ａ、複数の第２接続配線１６２ｂ及び複数の第３接
続配線１６２ｃは、少なくとも一部分において不規則な順に並んでいてもよい。
【００７６】
　図８を用いて、発光装置１の詳細を説明する。
【００７７】
　複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃ
は、図２に示したように、互いに離間した複数の第１電極１１０を含んでいてもよい。こ
の場合、第１接続配線１６２ａ、第２接続配線１６２ｂ及び第３接続配線１６２ｃのそれ
ぞれは、第１電極１１０と一体となって形成されていてもよい。この場合、複数の第１接
続配線１６２ａ、複数の第２接続配線１６２ｂ、複数の第３接続配線１６２ｃ及び複数の
第１電極１１０は、例えば、導電層のパターニングによって、同時に形成させることがで
きる。
【００７８】
　複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃ
は、図３に示したように、互いに離間した複数の第２電極１３０を含んでいてもよい。こ
の場合、第１接続配線１６２ａ、第２接続配線１６２ｂ及び第３接続配線１６２ｃのそれ
ぞれは、第２電極１３０と一体となって形成されていてもよい。この場合、複数の第１接
続配線１６２ａ、複数の第２接続配線１６２ｂ、複数の第３接続配線１６２ｃ及び複数の
第２電極１３０は、例えば、マスクを用いた蒸着によって、同時に形成させることができ
る。
【００７９】
　基板１００には、第１配線１６４ａ、第２配線１６４ｂ及び第３配線１６４ｃと同様に
して、配線１６４ｇが設けられている。配線１６４ｇの一端は、電極１６０の一端に接続
しており、配線１６４ｇのもう一端は、電極１６０のもう一端に接続している。
【００８０】
　配線基板２００の第１端子２６６ａは、基板１００の第１配線１６４ａに接続しており
、配線基板２００の第２端子２６６ｂは、基板１００の第２配線１６４ｂに接続しており
、配線基板２００の第３端子２６６ｃは、基板１００の第３配線１６４ｃに接続しており
、配線基板２００の端子２６６ｇは、基板１００の配線１６４ｇに接続している。
【００８１】
　図９及び図１０を用いて、発光装置１の詳細を説明する。
【００８２】
　発光装置１は、絶縁層１７０を含んでいる。絶縁層１７０は、基板１００の第１面１０
２上に位置しており、第１接続配線１６２ａの少なくとも一部分、第２接続配線１６２ｂ
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の少なくとも一部分及び第３接続配線１６２ｃの少なくとも一部分を覆っている。絶縁層
１７０は、図２及び図３に示した絶縁層１５０と一体として形成されていてもよい。
【００８３】
　第１配線１６４ａ、第２配線１６４ｂ及び第３配線１６４ｃは、絶縁層１７０上に位置
している。第１配線１６４ａは、第１接続配線１６２ａと交差する方向（図内のＸ方向）
に延伸しており、第１接続配線１６２ａの一領域と重なっている。第２配線１６４ｂは、
第２接続配線１６２ｂと交差する方向（図内のＸ方向）に延伸しており、第１接続配線１
６２ａの一領域及び第２接続配線１６２ｂの一領域と重なっている。第３配線１６４ｃは
、第３接続配線１６２ｃと交差する方向（図内のＸ方向）に延伸しており、第１接続配線
１６２ａの一領域、第２接続配線１６２ｂの一領域及び第３接続配線１６２ｃの一領域と
重なっている。
【００８４】
　絶縁層１７０は、第１配線１６４ａ及び第１接続配線１６２ａの重なり領域において、
第１配線１６４ａ及び第１接続配線１６２ａを相互に接続するための開口１７２を有して
いる。したがって、第１配線１６４ａ及び第１接続配線１６２ａの相互接続を実現するこ
とができる。
【００８５】
　絶縁層１７０は、第２配線１６４ｂ及び第２接続配線１６２ｂの重なり領域において、
第２配線１６４ｂ及び第２接続配線１６２ｂを相互に接続するための開口１７２を有して
おり、第２配線１６４ｂ及び第１接続配線１６２ａの重なり領域において、第２配線１６
４ｂ及び第１接続配線１６２ａを互いに隔てている。したがって、第２配線１６４ｂ及び
第２接続配線１６２ｂの相互接続を実現するとともに、第２配線１６４ｂ及び第１接続配
線１６２ａの相互接続を防ぐことができる。
【００８６】
　絶縁層１７０は、第３配線１６４ｃ及び第３接続配線１６２ｃの重なり領域において、
第３配線１６４ｃ及び第３接続配線１６２ｃを相互に接続するための開口１７２を有して
おり、第３配線１６４ｃ及び第２接続配線１６２ｂの重なり領域において、第３配線１６
４ｃ及び第２接続配線１６２ｂを互いに隔てており、第３配線１６４ｃ及び第１接続配線
１６２ａの重なり領域において、第３配線１６４ｃ及び第１接続配線１６２ａを互いに隔
てている。したがって、第３配線１６４ｃ及び第３接続配線１６２ｃの相互接続を実現す
るとともに、第３配線１６４ｃ及び第２接続配線１６２ｂの相互接続及び第３配線１６４
ｃ及び第１接続配線１６２ａの相互接続を防ぐことができる。
【００８７】
　図１１は、図１の第４の変形例を示す図である。図１１に示す例は、以下の点を除いて
、図８に示した例と同様である。
【００８８】
　発光装置１は、複数の第４発光部１４０ｄ、複数の第４接続配線１６２ｄ及び第４配線
１６４ｄを含んでいる。複数の第４発光部１４０ｄは、複数の第１発光部１４０ａ、複数
の第２発光部１４０ｂ、複数の第３発光部１４０ｃと同様にして、基板１００の第１面１
０２（図２又は図３）上に位置している。複数の第４接続配線１６２ｄは、複数の第４発
光部１４０ｄにそれぞれ接続している。複数の第４接続配線１６２ｄは、複数の第１接続
配線１６２ａ、複数の第２接続配線１６２ｂ及び第３接続配線１６２ｃと一緒に並んでい
る。第４接続配線１６２ｄ及び第４配線１６４ｄは、第１接続配線１６２ａ、第２接続配
線１６２ｂ、第３接続配線１６２ｃ、第１配線１６４ａ、第２配線１６４ｂ及び第３配線
１６４ｃと同様にして、基板１００の第１面１０２（図１０）上に位置している。第４配
線１６４ｄは、複数の第４接続配線１６２ｄに接続している。配線基板２００の第４端子
２６６ｄは、基板１００の第４配線１６４ｄに接続している。
【００８９】
　一例において、複数の第１発光部１４０ａの第１色、複数の第２発光部１４０ｂの第２
色、複数の第３発光部１４０ｃの第３色及び複数の第４発光部１４０ｄの第４色は、それ
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ぞれ、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）及び黄色（Ｙ）にすることができる。他の例
において、複数の第１発光部１４０ａの第１色、複数の第２発光部１４０ｂの第２色、複
数の第３発光部１４０ｃの第３色及び複数の第４発光部１４０ｄの第４色は、それぞれ、
赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）及び白色（Ｗ）にすることができる。
【００９０】
　図１１に示す例では、複数の第１接続配線１６２ａ、複数の第２接続配線１６２ｂ、複
数の第３接続配線１６２ｃ及び複数の第４接続配線１６２ｄは、規則的な順に、すなわち
、第１接続配線１６２ａ、第２接続配線１６２ｂ、第３接続配線１６２ｃ及び第４接続配
線１６２ｄの順に繰り返し並んでいる。他の例において、複数の第１接続配線１６２ａ、
複数の第２接続配線１６２ｂ、複数の第３接続配線１６２ｃ及び複数の第４接続配線１６
２ｄは、少なくとも一部分において不規則な順に並んでいてもよい。
【００９１】
　図１１に示す例においても、複数の発光部にそれぞれ接続する複数の接続配線を狭ピッ
チで並べることができる。
【００９２】
　図１２は、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光
部１４０ｃのレイアウトの第１の変形例を説明するための図である。
【００９３】
　複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃ
は、ドットマトリクス状に配置されていてもよい。
【００９４】
　図１３は、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光
部１４０ｃのレイアウトの第２の変形例を説明するための図である。
【００９５】
　複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃ
は、ペンタイルマトリクス状に配置されていてもよい。
【００９６】
　図１４は、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光
部１４０ｃのレイアウトの第３の変形例を説明するための図である。
【００９７】
　複数の第２発光部１４０ｂのそれぞれは、複数のセパレータ１８２のそれぞれを挟んで
、複数の第１発光部１４０ａのそれぞれ上に積み重ねられており、複数の第３発光部１４
０ｃは、複数のセパレータ１８４のそれぞれを挟んで、複数の第３発光部１４０ｃのそれ
ぞれ上に積み重ねられている。セパレータ１８２によって、第１発光部１４０ａ及び第２
発光部１４０ｂは、電気的に互いに絶縁されており、セパレータ１８４によって第２発光
部１４０ｂ及び第３発光部１４０ｃは、電気的に互いに絶縁されている。したがって、図
１に示した例と同様にして、制御回路３００は、第１タイミングにおいて、複数の第１発
光部１４０ａを発光させ、第２タイミングにおいて、複数の第２発光部１４０ｂを発光さ
せ、第３タイミングにおいて、複数の第３発光部１４０ｃを発光させることができる。
【００９８】
　基板１００の第２面１０４から光が出射される場合、各第１発光部１４０ａ、各セパレ
ータ１８２、各第２発光部１４０ｂ及び各セパレータ１８４は、透光性を有している。し
たがって、各第２発光部１４０ｂから発せられた光は、セパレータ１８２及び第１発光部
１４０ａを透過して基板１００の第２面１０４から出射されることができ、各第３発光部
１４０ｃから発せられた光は、セパレータ１８４、第２発光部１４０ｂ、セパレータ１８
２及び第１発光部１４０ａを透過して基板１００の第２面１０４から出射されることがで
きる。
【００９９】
　基板１００の第２面１０４の反対側から光が出射される場合、セパレータ１８２、第２
発光部１４０ｂ、セパレータ１８４及び第３発光部１４０ｃは、透光性を有している。し
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たがって、各第１発光部１４０ａから発せられた光は、セパレータ１８２、第２発光部１
４０ｂ、セパレータ１８４及び第３発光部１４０ｃを透過して基板１００の第２面１０４
の反対側から出射されることができ、各第２発光部１４０ｂから発せられた光は、セパレ
ータ１８４及び第３発光部１４０ｃを透過して基板１００の第２面１０４の反対側から出
射されることができる。
【０１００】
　図１４に示す例では、互いに分離した複数の第１発光部１４０ａ、互いに分離した複数
の第２発光部１４０ｂ及び互いに分離した複数の第３発光部１４０ｃが基板１００の第１
面１０２に沿って並んでいるが、他の例において、単一の第１発光部１４０ａ、単一の第
２発光部１４０ｂ及び単一の第３発光部１４０ｃが基板１００の第１面１０２に沿って広
がっていてもよい。当該他の例によれば、各発光部に接続する配線を簡素化することがで
き、各発光部の発光量を増加させることができ、各発光部の塗布プロセスを簡素化するこ
とができる。
【０１０１】
　図１５は、複数の第１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光
部１４０ｃのレイアウトの第４の変形例を説明するための図である。
【０１０２】
　発光装置１は、複数の基板１００、すなわち、第１基板１００ａ、第２基板１００ｂ及
び第３基板１００ｃを含んでいる。第２基板１００ｂは、第１基板１００ａ上に積み重ね
られており、第３基板１００ｃは、第２基板１００ｂ上に積み重ねられている。第１基板
１００ａの第１面１０２上には、複数の第１発光部１４０ａが位置している。第２基板１
００ｂの第１面１０２上には、複数の第２発光部１４０ｂが位置している。第３基板１０
０ｃの第１面１０２上には、複数の第３発光部１４０ｃが位置している。図１に示した例
と同様にして、制御回路３００は、第１タイミングにおいて、複数の第１発光部１４０ａ
を発光させ、第２タイミングにおいて、複数の第２発光部１４０ｂを発光させ、第３タイ
ミングにおいて、複数の第３発光部１４０ｃを発光させることができる。
【０１０３】
　第１基板１００ａの第２面１０４から光が出射される場合、第１発光部１４０ａ及び第
２発光部１４０ｂは透光性を有している。したがって、各第３発光部１４０ｃから発せら
れた光は、第２発光部１４０ｂ、第２基板１００ｂ、第１発光部１４０ａ及び第１基板１
００ａを透過して基板１００の第２面１０４から出射されることができ、各第２発光部１
４０ｂから発せられた光は、第１発光部１４０ａ及び第１基板１００ａを透過して基板１
００の第２面１０４から出射されることができる。
【０１０４】
　第１基板１００ａの第２面１０４の反対側（第３基板１００ｃの第１面１０２側）から
光が出射される場合、第２発光部１４０ｂ及び第３発光部１４０ｃは、透光性を有してい
る。したがって、各第１発光部１４０ａから発せられた光は、第２基板１００ｂ、第２発
光部１４０ｂ、第３基板１００ｃ及び第３発光部１４０ｃを透過して第１基板１００ａの
第２面１０４の反対側（第３基板１００ｃの第１面１０２側）から出射されることができ
、各第２発光部１４０ｂから発せられた光は、第３基板１００ｃ及び第３発光部１４０ｃ
を透過して第１基板１００ａの第２面１０４の反対側（第３基板１００ｃの第１面１０２
側）から出射されることができる。
【０１０５】
　図１５に示す例では、互いに分離した複数の第１発光部１４０ａ、互いに分離した複数
の第２発光部１４０ｂ及び互いに分離した複数の第３発光部１４０ｃが第１基板１００ａ
の第１面１０２、第２基板１００ｂの第１面１０２及び第３基板１００ｃの第１面１０２
に沿ってそれぞれ並んでいるが、他の例において、単一の第１発光部１４０ａ、単一の第
２発光部１４０ｂ及び単一の第３発光部１４０ｃが第１基板１００ａの第１面１０２、第
２基板１００ｂの第１面１０２及び第３基板１００ｃの第１面１０２に沿ってそれぞれ広
がっていてもよい。当該他の例によれば、各発光部に接続する配線を簡素化することがで
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き、各発光部の発光量を増加させることができ、各発光部の塗布プロセスを簡素化するこ
とができる。
【実施例】
【０１０６】
（実施例１）
　図１６は、実施例１に係る発光モジュール２を示す図である。
【０１０７】
　図１６を用いて、発光モジュール２について説明する。発光モジュール２は、発光板１
０及び反射部材２０を含んでいる。発光板１０は、光照射面１２を有している。反射部材
２０は、反射面２２を有している。反射面２２は、発光板１０の光照射面１２から発せら
れた光を対象物３０の対象面３２に向けて反射するためのものである。光照射面１２の第
１領域１２ａの配光分布におけるピーク光度の光（光Ｌ１）は、反射面２２の第１領域２
２ａを経由して対象面３２の第１領域３２ａに送られる。光照射面１２の第２領域１２ｂ
の配光分布におけるピーク光度の光（光Ｌ２）は、反射面２２の第２領域２２ｂを経由し
て対象面３２の第２領域３２ｂに送られる。光照射面１２の第１領域１２ａから反射面２
２の第１領域２２ａを経由して対象面３２の第１領域３２ａまでの光学的距離は、光照射
面１２の第２領域１２ｂから反射面２２の第２領域２２ｂを経由して対象面３２の第２領
域３２ｂまでの光学的距離より大きくなっている。光Ｌ１の光度は、光Ｌ２の光度より大
きくなっている。
【０１０８】
　上述した構成によれば、対象面３２の輝度分布のばらつきを抑えることができる。具体
的には、上述した構成においては、光Ｌ１の光学的距離が光Ｌ２の光学的距離より大きく
なっている。仮に、光Ｌ１の光度が光Ｌ２の光度と等しいと、光Ｌ１の光路における光Ｌ
１の減衰が光Ｌ２の光路における光Ｌ２の減衰より大きくなり、対象面３２の第１領域３
２ａにおける輝度が対象面３２の第２領域３２ｂにおける輝度より小さくなり得る。これ
に対して、上述した構成においては、光Ｌ１の光度は、光Ｌ２の光度より大きくなってお
り、具体的には、対象面３２の第１領域３２ａにおける輝度が対象面３２の第２領域３２
ｂにおける輝度と実質的に等しくなるように、光Ｌ２の光度より大きくなっている。この
ようにして、対象面３２の輝度分布のばらつきを抑えることができる。この他に、反射部
材２０及び対象物３０の配置並びに反射部材２０の形状の設計自由度を向上させることが
できる。
【０１０９】
　図１６に示す例では、光Ｌ１は、光照射面１２の第１領域１２ａの法線方向に沿って出
射されており、光Ｌ２は、光照射面１２の第２領域１２ｂの法線方向に沿って出射されて
いる。他の例において、光Ｌ１、すなわち、光照射面１２の第１領域１２ａの配光分布に
おけるピーク光度の光は、光照射面１２の第１領域１２ａの法線方向から傾いた方向に沿
って出射されてもよい。一例において、発光板１０に含まれる有機層１２０（図２又は図
３）の各層の厚さを調節することで、配光分布におけるピーク光度の向きを調節すること
ができる。光Ｌ２についても同様である。
【０１１０】
　図１６に示す例では、光Ｌ１は、光Ｌ２と実質的に平行に出射されている。具体的には
、発光板１０の光照射面１２は、実質的に平坦になっている。図１６に示す例では、対象
面３２の輝度のばらつきを抑えるために光照射面１２の光度分布を調節している。つまり
、発光板１０を湾曲させることなく、対象面３２の輝度のばらつきを抑えることができる
。
【０１１１】
　図１６に示す例において、対象物３０の対象面３２は、実質的に平坦になっている。
【０１１２】
　次に、発光モジュール２の用途の第１例を説明する。この例において、発光モジュール
２は、反射型ＬＣＤ、より具体的には、例えば、電子ビューファインダ（ＥＶＦ）に用い
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られることができる。
【０１１３】
　この例において、反射部材２０は、偏光ビームスプリッタ（ＰＢＳ）であり、対象物３
０は、反射型ＬＣＤ素子、より具体的にはＬＣＯＳ（（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　
Ｏｎ　Ｓｉｌｉｃｏｎ））である。
【０１１４】
　発光モジュール２は、以下のようにして所望の画像を表示する。発光板１０の光照射面
１２から照射された光のＳ偏光を反射部材２０によって対象物３０に向けて反射させる。
対象物３０の対象面３２の一の領域は、反射部材２０から反射されたＳ偏光の偏光方向を
変えないまま、このＳ偏光を反射部材２０に向けて戻し、対象物３０の対象面３２の他の
一の領域は、反射部材２０から反射されたＳ偏光をＰ偏光に変換して、このＰ偏光を反射
部材２０に向けて戻す。反射部材２０に向けて戻されたＳ偏光は反射部材２０を透過しな
い一方で、反射部材２０に向けて戻されたＰ偏光は反射部材２０を透過する。対象物３０
の上述した一の領域及び他の一領域を対象物３０内の回路によって制御することで、所望
の画像を表示することができる。
【０１１５】
　この例において、発光板１０は、実施形態を用いて説明したように、ＦＳＣディスプレ
イの光源として機能させることができる。一例において、実施形態と同様にして、発光板
１０は、第１タイミングにおいて第１色（例えば、赤色（Ｒ））の光を発し、第２タイミ
ングにおいて第２色（例えば、緑色（Ｇ））の光を発し、第３タイミングにおいて第３色
（例えば、青色（Ｂ））の光を発し、対象物３０（例えば、ＬＣＯＳ）は、第１タイミン
グにおいて、対象面３２に照射される第１色の光の一部を選択して第１画像を生成し、第
２タイミングにおいて、対象面３２に照射される第２色の光の一部を選択して第２画像を
生成し、第３タイミングにおいて、対象面３２に照射される第３色の光の一部を選択して
第３画像を生成する。第１画像、第２画像及び第３画像の合成によって、一つのカラー画
像を生成することができる。
【０１１６】
　次に、発光モジュール２の用途の第２例を説明する。この例において、発光モジュール
２は、ヘッドアップディスプレイ（ＨＵＤ）に用いられることができる。このＨＵＤは、
例えば自動車に実装することができる。
【０１１７】
　この例において、反射部材２０は、ミラーであり、対象物３０は、画像を投影するため
の透明ディスプレイであり、ＨＵＤが自動車に実装される場合は、例えばフロントガラス
にすることができる。
【０１１８】
　図１７は、図１６に示した発光板１０の光照射面１２のレイアウトの一例を示す図であ
る。
【０１１９】
　実施形態と同様にして、発光板１０は、複数の発光部１４０（複数の第１発光部１４０
ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃ）を含んでいる。複数の第
１発光部１４０ａ、複数の第２発光部１４０ｂ及び複数の第３発光部１４０ｃは、一緒に
繰り返し並んでいる。
【０１２０】
　光照射面１２の第１領域１２ａの面積は、光照射面１２の第２領域１２ｂの面積と等し
くなっている。第１領域１２ａに占める発光部１４０の面積は、第２領域１２ｂに占める
発光部１４０の面積より大きくなっている。したがって、光Ｌ１（第１領域１２ａから照
射される光（図１６））の光度を光Ｌ２（第２領域１２ｂから照射される光（図１７））
の光度より大きくすることができる。
【０１２１】
　図１７に示す例では、各発光部１４０の幅が第１領域１２ａから第２領域１２ｂに向か



(19) JP 6983312 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

うにつれて狭くなっている。したがって、光照射面１２は、第１領域１２ａから第２領域
１２ｂに向けて光度が減少する光度分布を有している。
【０１２２】
（実施例２）
　図１８は、実施例２に係る発光モジュール２を示す図である。実施例２に係る発光モジ
ュール２は、以下の点を除いて、実施例１に係る発光モジュール２と同様である。
【０１２３】
　光Ｌ１の光度は、光Ｌ２の光度と実質的に等しくなっている。反射面２２の第１領域２
２ａにおける法線方向は、反射面２２の第２領域２２ｂにおける法線方向と異なっている
。光照射面１２の第１領域１２ａから反射面２２の第１領域２２ａを経由して対象面３２
の第１領域３２ａまでの光学的距離は、光照射面１２の第２領域１２ｂから反射面２２の
第２領域２２ｂを経由して対象面３２の第２領域３２ｂまでの光学的距離と実質的に等し
くなっている。図１８に示す例では、光Ｌ１の光学的距離を光Ｌ２の光学的距離と実質的
に等しくするため、光照射面１２の第１領域１２ａから反射面２２の第１領域２２ａを経
由して対象面３２の第１領域３２ａまでの物理的距離は、光照射面１２の第２領域１２ｂ
から反射面２２の第２領域２２ｂを経由して対象面３２の第２領域３２ｂまでの物理的距
離と実質的に等しくなっている。
【０１２４】
　上述した構成によれば、対象面３２の輝度分布のばらつきを抑えることができる。具体
的には、上述した構成においては、反射面２２の第１領域２２ａにおける法線方向が反射
面２２の第２領域２２ｂにおける法線方向と異なっており、光Ｌ１の光度が光Ｌ２の光度
と実質的に等しくなっている。仮に、光Ｌ１及び光Ｌ２を互いに平行に照射すると、光Ｌ
１の光学的距離が光Ｌ２の光学的距離と異なるようになり、対象面３２の第１領域３２ａ
における輝度が対象面３２の第２領域３２ｂにおける輝度と異なり得るようになる。これ
に対して、上述した構成においては、光Ｌ１の光学的距離は、光Ｌ２の光学的距離と実質
的に等しくなっている。このようにして、対象面３２の輝度分布のばらつきを抑えること
ができる。この他に、反射部材２０及び対象物３０の配置並びに反射部材２０の形状の設
計自由度を向上させることができる。
【０１２５】
　図１８に示す例において、反射部材２０の反射面２２は、湾曲している。したがって、
反射部材２０の反射面２２の法線方向は、反射面２２の領域に応じて異なっている。上述
した構成によれば、反射部材２０の反射面２２が湾曲している場合であっても、対象面３
２の輝度分布のばらつきを抑えることができる。
【０１２６】
　さらに、上述した構成によれば、反射部材２０の反射面２２が湾曲しておらず、互いに
異なる法線方向を有する複数の平坦面を有する場合であっても、対象面３２の輝度分布の
ばらつきを抑えることができる。
【０１２７】
　図１８に示す例では、光Ｌ１についての物理的距離を光Ｌ２についての物理的距離と等
しくするため、光Ｌ１は、光Ｌ２とは異なる方向に出射されている。具体的には、光Ｌ１
は、光照射面１２の第１領域１２ａにおける法線方向に沿って出射され、光Ｌ２は、光照
射面１２の第２領域１２ｂにおける法線方向に沿って出射され、光照射面１２は、湾曲し
ている。
【０１２８】
（実施例３）
　図１９は、実施例３に係る発光モジュール２を示す図である。実施例３に係る発光モジ
ュール２は、以下の点を除いて、実施例２に係る発光モジュール２と同様である。
【０１２９】
　光照射面１２の第１領域１２ａから反射面２２の第１領域２２ａを経由して対象面３２
の第１領域３２ａまでの物理的距離は、光照射面１２の第２領域１２ｂから反射面２２の



(20) JP 6983312 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

第２領域２２ｂを経由して対象面３２の第２領域３２ｂまでの物理的距離より大きくなっ
ている。光照射面１２の第２領域１２ｂから反射面２２の第２領域２２ｂを経由して対象
面３２の第２領域３２ｂまでの光学的経路は、第１屈折率を有する第１経路部分（高屈折
率領域４０以外の部分）及び第１屈折率より大きい第２屈折率を有する第２経路部分（高
屈折率領域４０）を含んでいる。
【０１３０】
　上述した構成によれば、光Ｌ２についての第２経路部分（高屈折率領域４０）の長さ及
び屈折率を調節することで、光Ｌ１の光学的距離を光Ｌ２の光学的距離と実質的に等しく
させることができる。したがって、対象面３２の輝度分布のばらつきを抑えることができ
る。
【０１３１】
　図１９に示す例において、第１経路部分（高屈折率領域４０以外の部分）は、例えば、
空気にすることができ、第２経路部分（高屈折率領域４０）は、例えば、空気よりも高い
屈折率を有する媒質（例えば、ガラス、水又は樹脂）にすることができる。
【０１３２】
　図１９に示す例では、光Ｌ１は、光Ｌ２と実質的に平行に出射されている。具体的には
、発光板１０の光照射面１２は、実質的に平坦になっており、光Ｌ１は、光照射面１２の
第１領域１２ａにおける法線方向に沿って出射され、光Ｌ２は、光照射面１２の第２領域
１２ｂにおける法線方向に沿って出射されている。図１９に示す例では、対象面３２の輝
度のばらつきを抑えるために高屈折率領域４０を設けている。つまり、発光板１０を湾曲
させることなく、対象面３２の輝度のばらつきを抑えることができる。
【０１３３】
　以上、図面を参照して実施形態及び実施例について述べたが、これらは本発明の例示で
あり、上記以外の様々な構成を採用することもできる。
【０１３４】
　以下、参考形態の例を付記する。
【０１３５】
（参考形態１）
　近年、新規なディスプレイとして、フィールドシーケンシャルカラー（ＦＳＣ）ディス
プレイ（例えば、ＦＳＣ液晶ディスプレイ（ＬＣＤ））が開発されている。本発明者は、
ＯＬＥＤをＦＳＣディスプレイの光源として機能させることを検討した。
【０１３６】
　本発明が解決しようとする課題としては、ＯＬＥＤをＦＳＣディスプレイの光源として
機能させることが一例として挙げられる。
【０１３７】
１－１．　第１色の光を発する有機ＥＬ素子を含む複数の第１発光部と、
　前記第１色と異なる第２色の光を発する有機ＥＬ素子を含み、前記複数の第１発光部と
それぞれ隣り合う複数の第２発光部と、
　制御回路と、
を含み、
　前記制御回路は、
　　第１タイミングにおいて、前記複数の第１発光部を発光させる一方で前記複数の第２
発光部を発光させず、
　　第２タイミングにおいて、前記複数の第２発光部を発光させる一方で前記複数の第１
発光部を発光させない、発光装置。
１－２．　１－１．に記載の発光装置において、
　第１面を有する基板をさらに含み、
　前記複数の第１発光部及び前記複数の第２発光部は、前記基板の前記第１面に沿って並
んでいる、発光装置。
１－３．　１－２．に記載の発光装置において、
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　前記第１色及び前記第２色のいずれとも異なる第３色の光を発する有機ＥＬ素子を含み
、前記基板の前記第１面に沿って、前記複数の第１発光部及び前記複数の第２発光部と一
緒に並ぶ複数の第３発光部を含み、
　前記制御回路は、
　　前記第１タイミング及び前記第２タイミングにおいて、前記複数の第３発光部を発光
させず、
　　第３タイミングにおいて、前記複数の第３発光部を発光させる一方で前記複数の第１
発光部及び前記複数の第２発光部を発光させない、発光装置。
１－４．　１－３．に記載の発光装置において、
　前記複数の第１発光部、前記複数の第２発光部及び前記複数の第３発光部は、前記基板
の前記第１面に沿って、第１発光部、第２発光部及び第３発光部の順に繰り返し並んでい
る、発光装置。
１－５．　１－３．又は１－４．に記載の発光装置において、
　前記第１色は、赤色であり、
　前記第２色は、緑色であり、
　前記第３色は、青色である、発光装置。
１－６．　１－３．に記載の発光装置において、
　前記第１色、前記第２色及び前記第３色のいずれとも異なる第４色の光を発する有機Ｅ
Ｌ素子を含み、前記基板の前記第１面に沿って、前記複数の第１発光部、前記複数の第２
発光部及び前記複数の第３発光部と一緒に並ぶ複数の第４発光部をさらに含み、
　前記制御回路は、
　　前記第１タイミング、前記第２タイミング及び前記第３タイミングにおいて、前記複
数の第４発光部を発光させず、
　　第４タイミングにおいて、前記複数の第４発光部を発光させる一方で前記複数の第１
発光部、前記複数の第２発光部及び前記複数の第３発光部を発光させない、発光装置。
１－７．　１－６．に記載の発光装置において、
　前記複数の第１発光部、前記複数の第２発光部、前記複数の第３発光部及び前記複数の
第４発光部は、前記基板の前記第１面に沿って、第１発光部、第２発光部、第３発光部及
び第４発光部の順に繰り返し並んでいる、発光装置。
１－８．　１－６．又は１－７．に記載の発光装置において、
　前記第１色は、赤色であり、
　前記第２色は、緑色であり、
　前記第３色は、青色であり、
　前記第４色は、黄色である、発光装置。
１－９．　１－１．から１－８までのいずれか一つに記載の発光装置において、
　前記複数の第１発光部にそれぞれ接続する複数の第１接続配線と、
　前記複数の第１接続配線に接続する第１配線と、
　前記第１配線に接続する第１端子と、
　前記複数の第２発光部にそれぞれ接続する複数の第２接続配線と、
　前記複数の第２接続配線に接続する第２配線と、
　前記第２配線に接続する第２端子と、
をさらに含み、
　前記制御回路は、
　　前記第１タイミングにおいて、前記複数の第１発光部を発光させるための電圧を前記
第１端子に印加し、
　　前記第２タイミングにおいて、前記複数の第２発光部を発光させるための電圧を前記
第２端子に印加する、発光装置。
１－１０．　１－１．から１－９までのいずれか一つに記載の発光装置において、
　前記複数の第１発光部は、互いに離間した複数の第１電極をそれぞれ含み、
　前記複数の第２発光部は、互いに離間した複数の第１電極をそれぞれ含み、
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　前記複数の第１発光部及び前記複数の第２発光部は、前記複数の第１発光部の前記複数
の第１電極及び前記複数の第２発光部の前記複数の第１電極を覆う共通の第２電極を含む
、発光装置。
１－１１．　１－１．に記載の発光装置において、
　前記複数の第２発光部のそれぞれは、前記複数の第１発光部のそれぞれ上に積み重ねら
れている、発光装置。
１－１２．　１－１．に記載の発光装置において、
　前記複数の第１発光部が位置する第１基板と、
　前記複数の第２発光部が位置する第２基板と、
をさらに含み、
　前記第２基板は、前記第１基板上に積み重ねられている、発光装置。
１－１３．　発光装置の制御方法であって、
　第１色の光を発する有機ＥＬ素子を含む複数の第１発光部と、
　前記第１色と異なる第２色の光を発する有機ＥＬ素子を含み、前記複数の第１発光部と
それぞれ隣り合う複数の第２発光部と、
を準備して、
　第１タイミングにおいて、前記複数の第１発光部を発光させる一方で前記複数の第２発
光部を発光させず、
　前記第１タイミングと異なる第２タイミングにおいて、前記複数の第２発光部を発光さ
せる一方で前記複数の第１発光部を発光させない、発光装置の制御方法。
【０１３８】
（参考形態２）
　ＯＬＥＤでは、複数の発光部にそれぞれ接続された複数の接続配線に電圧を供給するた
め、これら複数の接続配線に共通の配線を接続させることがある。本発明者は、ＯＬＥＤ
を構成する基板の外側に位置する素子（例えば、フレキシブルプリント回路（ＦＰＣ））
において、共通の配線を複数の接続配線に接続させた場合、素子の構造によっては、素子
内において複数の接続配線をある程度広いピッチで並べる必要があることを見出した。
【０１３９】
　本発明が解決しようとする課題としては、複数の発光部にそれぞれ接続する複数の接続
配線を狭ピッチで並べることが一例として挙げられる。
【０１４０】
２－１．　第１面を有する基板と、
　前記基板の前記第１面上に位置し、第１色の光を発する有機ＥＬ素子を含む複数の第１
発光部と、
　前記基板の前記第１面上に位置し、前記複数の第１発光部にそれぞれ接続する複数の第
１接続配線と、
　前記基板の前記第１面上に位置し、前記複数の第１接続配線に接続する第１配線と、
　前記基板の前記第１面上に位置し、前記第１色又は第２色の光を発する有機ＥＬ素子を
含む複数の第２発光部と、
　前記基板の前記第１面上に位置し、前記複数の第２発光部にそれぞれ接続し、前記複数
の第１接続配線と一緒に並ぶ複数の第２接続配線と、
　前記基板の前記第１面上に位置し、前記複数の第２接続配線に接続する第２配線と、
を含む発光装置。
２－２．　２－１．に記載の発光装置において、
　前記基板の前記第１面上に位置し、前記複数の第１接続配線のそれぞれの少なくとも一
部分及び前記複数の第２接続配線のそれぞれの少なくとも一部分を覆う絶縁層をさらに含
み、
　前記第１配線は、前記絶縁層上に位置しており、前記第１接続配線の一領域と重なって
おり、
　前記第２配線は、前記絶縁層上に位置しており、前記第１接続配線の一領域及び前記第
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　前記絶縁層は、
　　前記第１配線及び前記第１接続配線の重なり領域において、前記第１配線及び前記第
１接続配線を相互に接続するための開口を有し、
　　前記第２配線及び前記第２接続配線の重なり領域において、前記第２配線及び前記第
２接続配線を相互に接続するための開口を有し、
　　前記第２配線及び前記第１接続配線の重なり領域において、前記第２配線及び前記第
１接続配線を互いに隔てている、発光装置。
２－３．　２－１．又は２－２．に記載の発光装置において、
　前記基板の前記第１面上に位置し、第３色の光を発する有機ＥＬ素子を含む複数の第３
発光部と、
　前記基板の前記第１面上に位置し、前記複数の第３発光部にそれぞれ接続し、前記複数
の第１接続配線及び前記複数の第２接続配線と一緒に並ぶ複数の第３接続配線と、
　前記基板の前記第１面上に位置し、前記複数の第３接続配線に接続する第３配線と、
をさらに含む発光装置。
２－４．　２－３．に記載の発光装置において、
　前記複数の第１接続配線、前記複数の第２接続配線及び前記複数の第３接続配線は、前
記第１接続配線、前記第２接続配線及び前記第３接続配線の順に繰り返し並んでいる、発
光装置。
２－５．　２－３．又は２－４．に記載の発光装置において、
　前記第１色は、赤色であり、
　前記第２色は、緑色であり、
　前記第３色は、青色である、発光装置。
２－６．　２－３．に記載の発光装置において、
　前記基板の前記第１面上に位置し、第４色の光を発する有機ＥＬ素子を含む複数の第４
発光部と、
　前記基板の前記第１面上に位置し、前記複数の第４発光部にそれぞれ接続し、前記複数
の第１接続配線、前記複数の第２接続配線及び前記複数の第３接続配線と一緒に並ぶ複数
の第４接続配線と、
　前記基板の前記第１面上に位置し、前記複数の第４接続配線に接続する第４配線と、
をさらに含む発光装置。
２－７．　２－６．に記載の発光装置において、
　前記複数の第１接続配線、前記複数の第２接続配線、前記複数の第３接続配線及び前記
複数の第４接続配線は、前記第１接続配線、前記第２接続配線、前記第３接続配線及び前
記第４接続配線の順に繰り返し並んでいる、発光装置。
２－８．　２－６．又は２－７．に記載の発光装置において、
　前記第１色は、赤色であり、
　前記第２色は、緑色であり、
　前記第３色は、青色であり、
　前記第４色は、黄色である、発光装置。
２－９．　２－１．から２－８までのいずれか一つに記載の発光装置において、
　第１端子を有する回路基板をさらに含み、
　前記回路基板の前記第１端子は、前記基板の前記第１配線に接続している、発光装置。
【０１４１】
　この出願は、２０１８年５月３０日に出願された日本出願特願２０１８－１０３８２８
、２０１８年５月３０日に出願された日本出願特願２０１８－１０３８２９号及び２０１
８年５月３０日に出願された日本出願特願２０１８－１０３８３０を基礎とする優先権を
主張し、その開示の全てをここに取り込む。
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